
紅葉丘圏域強み・弱みマップ
若松町ニ･三･四･五丁目周辺の強み・弱み
組単位のコミュニケーションが良い（全体）
町会イベントへの参加で顔見知り増
子供が多く、子供を通じた横のつながりがある
生産人口が多い
戸建て地区、若い層が多い

あいさつしない人が少しいる
日中留守宅が多い

高齢者が少なく、地域のことを知る人が少ない

防災訓練を実施している
市貸与の防災資機材がある
府中市研修・訓練に参加開始！
防災体制（役割）ができていない
地域での消火活動等がされていない!
防災倉庫が少ない

人のつながり・地域のつながりが弱い
日中発災の場合、救助活動の人手が不足

紅葉丘一･二･三丁目周辺の強み・弱み

高齢者が多い

町会役員は早急に動く事が出来る

単身高齢者とのコミュニケーションが不足している

高齢者のみ世帯が多い

若者が少ない

災害時の役割分担が決まっていない

近隣町会との合同訓練実施、共助強い

スタンドパイプによる消火訓練
を毎年実施している

新しい建物が増加若者が多い（昼間は留守宅多い）
一人暮らし高齢者に「命の笛」配付している
府中市訓練に町会で参加している
中高生が多い（戦力の可能性）

中高生が少ない

防災訓練を実施している
（町会・武蔵野の森公園・榊原記念病院、多磨町会・日華斎場）

熱中症対策として高齢者の見守り
町会と民生委員で地域高齢者の見守り

食料備蓄が少ない
防災倉庫が不足している

障害者の方が多い
地域と関わりを持とうとしない住人（新住人）が多い
自己中心的な意識の持ち主が多い

朝日町、多磨町周辺の強み・弱み

敬老会（多磨町会）

住宅密集地

見守りネットワーク（多磨町会）

広い場所がある

密集地域

多磨駅がある

狭あい道路、住宅密集地域、延焼火災の恐れ

石材屋が多い（重機が役立つ、日中働き世代いる）

古い家が多い

公園が多い

畑がある

広域避難場所が多い急傾斜地崩壊危険箇所区域

防災倉庫内に炊き出し道具はあるが、
食材の確保が必要

防災センター近い

木密地域

木造住宅が多い
延焼火災危険

スーパーが近い

古い建物が多い

幹線道路近い

狭あい道路

発災時防災対策、名簿あり

区画整理内救助活動スムーズ

年1回防災訓練、市よりビスケット受領している

凡 例
公園・広場など

集会所・公民館

自治会や町会の備蓄倉庫

消防署や消防団詰所

病院・診療所など

ｽｰﾊﾟｰ・薬局・ﾎｰﾑｾﾝﾀｰなど

路地・狭あい道路

問題・危険個所

町丁目境界

強み

弱み

指定避難場所

広域避難場所

避難所
避難場所かつ避難所

一次避難所 二次避難所 福祉避難所
※地震災害、多摩川洪水、内水はん濫では指定され
る避難所が異なります。府中市ハンドブックP.29～
P.34で確認できます。

若者が多いが、昼間は留守宅が多い

狭あい道路

井戸（飲める）

古い住宅 古い住宅

スタンドパイプ

スタンドパイプ

狭あい道路

狭あい道路

畑
畑

浄水場

スーパー
コンビニ


